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い
て
マ
ク
ロ
ー
ド
は
、
「
こ
の
法
例
ほ
ど
、

一
八
四
四
年
の
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
条
例
は
、
オ
ー
バ
ー
ス
ト
ン
の
案
に
よ
り
、
そ
の
実
現
は
。
ヒ
ー
ル
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
に
つ

万
人
の
興
味
を
引
く
も
の
は
な
い
が
、

L‘
 l,／

’
 

そ
の
複
雑
な
性
質
を
理
解
し
て
い
る
人
は
少
い
。

例
に
は
、
た
だ
一
原
理
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
と
か
、
そ
の
目
的
は
理
論
が
達
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
ひ
と
し
い
と
か
一
云
わ
れ
る
が
、
事
実

(
1
)
 

は
、
い
ろ
ん
な
通
貨
理
論
の
結
合
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
実
行
す
る
特
別
な
機
構
を
作
り
出
し
て
い
る
。
」
と
の
べ
、
ホ
ー
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
「
一

八
四
四
年
条
例
の
土
台
を
な
し
た
主
要
原
則
を
要
約
す
る
と
、
『
パ
ー
マ
ー
の
定
則
』
に
通
貨
理
論
を
適
用
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

こ
の
原
則
の
唱
導
者
た
ち
は
、
通
貨
量
と
物
価
水
準
、

お
よ
び
外
国
為
替
相
場
の
高
さ
と
の
間
の
連
関
に
つ
い
て
は
、

に
、
厳
密
な
数
醤
説
的
解
釈
を
固
守
し
た
が
、
他
方
、
物
価
変
動
や
金
運
動
に
お
よ
ぶ
予
金
の
影
管
、

第
二
十
五
巻

そ
れ
と
為
替
相
場
に
お
よ
ぶ
（
凶
作
の

よ
う
な
）
自
然
的
原
因
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
リ
カ
ー
ド
ー
に
反
し
て
こ
れ
を
無
視
し
た
。
こ
の
よ
う
な
単
鈍
化
の
仕
方
で
あ
っ
た
の
で
、
通

第
三
号

リ
カ
ー
ド
ー
と
と
も

J

の
条

は

し

が

き

ー
ー
レ
ビ
ン
ス
キ
ー
の
リ
カ
ー
ド
ー
観
に
つ
い
て
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政
府
が
紙
券
を
発
行
し
た
方
が
よ
い
か
。

絡
も
な
い
銀
行
業
務
の
二
つ
の
操
作
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
第
一
節
で
は
、
こ
の
問
題
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
厳
然
と
主
張
さ
れ
た
。

（
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
は
、
ま
っ
た
く
異
っ
た
相
互
に
何
ら
の
連

第
二
十
五
巻

(
2
)
 

貨
管
理
の
問
題
は
、
発
券
を
た
ん
に
金
に
結
び
つ
け
る
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
」
と
の
べ
条
例
の
骨
子
に
つ
い
て
、

つ
ぎ
の
四
つ
に
分
け

「
第
一
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
お
け
る
部
局
の
分
割
、
第
二
は
無
保
証
発
行
の
確
立
、
第
三
は
地
方
銀
行
券
の
統
制
、
第
四
は
計
算
書
の

公
刊
で
あ
る
。
の
こ
り
の
小
さ
な
諸
問
題
は
説
明
す
る
に
お
よ
ば
な
い
。
と
い
う
の
は
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
諸
特
権
の
継
続
の
よ
う
な
純

形
式
上
の
細
目
を
、
そ
の
内
容
と
す
る
問
題
や
、
も
は
や
立
派
に
確
立
さ
れ
て
い
る
諸
先
例
に
多
く
起
因
す
る
問
題
で
あ
る
。

部
局
分
割
に
附
随
す
る
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
問
題
が
条
例
第
一
条
に
配
載
さ
れ
た
形
式
で
明
か
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
は
リ

カ
ー
ド
ー
の
死
後
、
出
版
さ
れ
た
『
国
立
銀
行
設
立
案
』
（
一
八
二
四
年
）
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
方
、
紙
券
を
金
属
通
貨
の
代
用
と
し
て
発
行
し
、
他
方
、
貨
幣
を
貸
出
に
よ
り
商
人

や
他
の
人
々
に
前
貸
を
す
る
。
）
ま
た
、
第
二
節
で
は
、
こ
れ
ら
二
機
能
は
相
異
っ
た
二
つ
の
主
体
に
よ
り
連
管
さ
れ
る
の
で
、
こ
の
公
準
か
ら

予
金
機
能
を
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
一
任
し
、
発
券
管
理
を
国
家
委
員
に
一
任
す
る
と
い
う
提
案
が
展
開
さ
れ
る
と
輪
じ
て
い
る
。

(
3
)
 

リ
カ
ー
ド
ー
自
身
の
諸
著
作
の
中
で
、
こ
の
繊
緯
は
す
で
に
一
八
二
九
年
、
マ
ル
サ
ス
ヘ
の
手
紙
に
親
れ
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
た
い
す

る
個
々
の
批
評
家
た
ち
か
ら
、
た
と
え
彼
ら
の
理
念
が
い
か
に
異
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
多
大
の
支
持
を
受
け
た
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
躙
れ

た
問
題
は
一
八
三
二
年
、
四

0
ー
四
一
年
の
委
員
会
の
覚
書
で
あ
る
。
三
二
年
の
委
員
会
で
ロ
ン
ド
ン
の
銀
行
家
ジ
ョ
ー
ジ
・
グ
ロ
ー
ト
は
、

と
い
う
質
問
に
た
い
し
て
、
現
在
と
お
な
じ
く
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
に
管
理
さ
せ
た
方
が
よ
い
。
と

て
い
る
。
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2
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み
よ
う
。

貴

金

属

移

動

あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
へ
の
根
深
い
不
信
を
代
表
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
提
案
は
、

年
の
法
案
を
紹
介
し
た
。
ヒ
ー
ル
に
よ
り
却
下
さ
れ
た
が
、
国
家
に
よ
る
発
行
は
時
期
尚
早
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
」
と
の
べ
る
。

一
八
四
四
年
の
ピ
ー
ル
条
例
は
、
そ
の
後
あ
い
つ
い
で
生
じ
た
恐
慌
で
一
時
停
止
さ
れ
、
株
式
銀
行
の
発
展
に
お
う
じ
た
予
金
の
増
加
と
、
小

切
手
制
度
の
普
及
は
銀
行
券
の
意
義
を
低
下
さ
せ
た
が
、
条
例
そ
の
も
の
は
八
四
年
間
も
存
続
し
た
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
退
化
器
管
と
な
っ

(
5
)
 

リ
カ
ー
ド
ー
の
『
地
金
の
高
価
』
に
求
め
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
地
金
の
移
動
を
中
心
に
見
て
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(
1
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た
ピ
ー
ル
条
例
の
起
源
を
レ
ビ
ン
ス
キ
ー
は
、

返
答
し
た
。
こ
う
し
た
発
券
の
完
全
分
離
の
提
案
は
、

六

一
八
四
四

一
九
世
紀
初
期
に
は
、
典
型
的
イ
ギ
リ
ス
の
折
衷
精
神
に
対
抗
す
る
諭
理
的
精
神
を
、

寺
園
徳
一
郎
訳
「
パ
ー
マ
ー
の
定
則
」
福
岡
商
大
論
叢
、
第
五
巻
第
一
号
、
一
―
四
頁
。

T
h
e
 W
o
r
k
s
 o
f
 
D
a
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d
 R
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d
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9
5
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.
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f
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.
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6
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9
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吋
正
訳
「
リ
カ
ア
ド
の
マ
ル
サ
ス
ヘ
の
手
紙
」

岩
波
文
庫
、
上
、
一
六
九
ー
一
七
0
頁
、
一
八
一
五
年
九
月
一

0
日
附
゜

寺
園
訳
、
同
右
、
一
―
六
ー
一
―
七
頁
。
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レ
ビ
ン
ス
キ
ー
は
、

lJ
カ
ー
ド
ー
の
『
地
金
の
高
価
』
中
の
飩
粋
金
属
通
貨
の
理
論
に
つ
い
て
、
こ
の
概
念
は
二
つ
の
理
騎
的
仮
定
に
立
つ

て
い
る
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
「
一
、
貨
幣
の
量
は
価
格
を
決
定
す
る
。

批
界
の
金
銀
は
地
琢
上
の
文
明
諸
国
民
間
に
一
定
の
割
合
で
分
配
さ
れ
、
そ
の
か
ぎ
り
、
金
銀
の
輸
出
入
の
誘
惑
は
存
在
し
え
な
い
が
、

銀
最
の
変
化
は
、
そ
れ
ら
と
交
換
さ
れ
る
諸
財
貨
を
比
較
的
に
高
く
か
廉
く
す
る
だ
け
の
影
轡
を
生
じ
る
。
よ
り
少
い
貨
幣
量
は
、

(
1
)
 

そ
れ
と
お
な
じ
く
、
流
通
媒
介
物
と
し
て
の
機
能
を
果
す
だ
ろ
う
。
）
と
金
銀
量
の
変
化
は
商
品
価
格
を
騰
落
さ
せ
る
。

一
国
に
お
け
る
金
鉱
の
発
見
は
、
貴
金
属
が
流
通
に
出
さ
れ
る
結
果
、

国
に
移
動
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
鉱
山
が
生
産
的
で
あ
れ
ば
、
移
動
は
続
行
し
、
結
局
、
鉱
山
発
見
以
前
の
各
国
の
資
本
と
貨
幣
間
の
比

(
2
)
 

率
が
回
復
し
、
（
金
銀
は
い
た
る
と
こ
ろ
で
同
じ
価
値
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。
）

ま
た
、
リ
カ
ー
ド
ー
で
は
、
流
通
が
金
属
で
行
わ
れ
る
所
で
は
、
貨
幣
量
は
価
格
を
決
定
す
る
だ
け
で
な
く
、
ま
っ
た
＜
逆
の
関
係
で
、
価

格
は
一
国
の
貨
幣
量
を
調
節
す
る
。
も
し
価
格
が
高
け
れ
ば
、
輸
出
は
減
じ
輸
入
は
増
加
し
、
そ
の
結
呆
、
貴
金
属
の
輸
出
が
必
要
と
な
る
。

鋳
貨
の
輸
出
は
、
（
そ
れ
が
低
廉
な
た
め
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
不
祠
な
貿
易
差
額
の
結
果
で
は
な
く
、

が
鋳
貨
を
よ
り
有
利
な
市
場
に
輸
送
す
る
場
合
か
、
ま
た
は
鋳
貨
よ
り
も
よ
り
有
利
に
輸
出
で
き
る
よ
う
な
貨
物
が
あ
る
場
合
に
は
、
我
々
は

(
8
)
 

鋳
貨
を
輸
出
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
）
す
な
わ
ち
、
高
い
価
格
で
、
価
格
が
金
属
流
通
を
決
定
す
る
連
結
環
は
貿
易
収
支
で
あ
る
。

貴

金

属

通

貨

金

属

移

勁

扁忌日

（金

二
、
価
格
は
一
国
の
金
属
貨
幣
量
を
決
定
す
る
。
リ
カ
ー
ド
ー
で
は
、

第
二
十
五
巻

第
三
号

よ
り
多
い

そ
の
国
の
通
貨
の
価
値
は
下
落
し
、
金
銀
は
廉
い
国
を
去
り
、
高
い

む
し
ろ
そ
の
原
因
で
あ
る
。
我
々

六
四
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貴
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論

態
か
ら
の
欠
乏
、

し
か
し
、
『
地
金
の
高
価
』
で
の
リ
カ
ー
ド
ー
の
主
な
推
論
は
、
（
流
通
媒
介
物
の
減
価
が
、
通
貨
過
剰
の
必
然
的
結
果
だ
と
い
う
こ
と
、
そ

(
5
)
 

し
て
一
国
の
通
貨
が
常
態
に
あ
る
場
合
に
、
か
か
る
減
価
は
、
貴
金
属
の
輸
出
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
る
こ
と
も
明
白
で
あ
る
。
）
と
、
通
貨
の
過

ま
た
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
こ
の
点
に
固
執
せ
ず
に
、
価
格
水
準
は
貨
幣
董
だ
け
で
な
く
、
商
品
量
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
る
。

富
の
進
歩
に
お
い
て
、
あ
る
一
国
が
他
国
よ
り
急
に
発
展
す
れ
ば
、

と
に
な
り
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
国
の
商
業
、
そ
の
国
の
貨
物
、

し
て
泄
界
の
全
通
貨
は
あ
た
ら
し
い
割
合
に
お
う
じ
て
、
分
配
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
す
べ
て
の
国
は
こ
の
有
効
需
要
に
た
い
し

て
、
割
当
を
分
担
す
る
だ
ろ
う
。

ど
う
よ
う
に
、
も
し
、
あ
る
一
国
が
富
の
一
部
を
浪
費
す
る
か
、
ま
た
は
そ
の
取
引
の
一
部
を
失
う
と
き
は
、

い
た
と
同
量
の
流
通
媒
介
物
を
保
留
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
一
部
分
は
、

(
6
)
 

に
分
配
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
）

（
も
し
、

剰
が
唯
一
の
可
能
な
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
、
『
ボ
ー
ズ
ン
キ
ッ
ト
氏
に
答
え
る
』
で
は
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
、

こ
の
理
論
構
成
は
、
金
属
通
貨
の
増
減
ー
ー
価
格
水
準
の
騰
落
—
ー
貿
易
収
支
ー
|
金
属
遥
貨
量
の
増
減
と
い
う
連
動
を
行
い
、
他
の
諸
力
は

ボ
ー
ズ
ン
キ
ッ
ト
氏
が
制
限
令
以
後
の
物
価
騰
貴
を
、
穀
物
貿
易
状

(
4
)
 

お
よ
び
開
戦
後
の
課
税
増
加
の
二
つ
に
原
因
を
求
め
た
の
に
た
い
し
て
譲
歩
し
た
。

存
在
せ
ず
、
影
響
も
し
な
い
と
い
う
封
鎖
体
系
で
あ
る
。

そ
の
国
は
批
界
の
貨
幣
の
よ
り
大
き
な
部
分
を
必
要
と
す
る
こ

お
よ
び
そ
の
国
の
支
払
は
増
加
す
る
だ
ろ
う
。
そ

通
常
の
割
合
が
も
う
一
度
、
確
立
す
る
ま
で
輸
出
さ
れ
、
諸
国
間

第
二
十
五
巻

第
三
号

六
五

そ
の
国
は
以
前
、
保
有
し
て
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の
べ
る
。

不
利
な
貿
易
差
額
は
通
貨
の
過
剰
以
外
の
い
か

第
二
十
五
巻

第
三
号

（
我
々
が
財

こ
の
文
章
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
前
半
で
は
、
富
、
他
の
語
で
商
品
量
の
増
加
は
価
格
を
低
め
、
輸
出
の
増
大
を

生
ず
る
こ
と
で
貴
金
属
の
流
入
を
生
じ
、
後
半
で
は
、
商
品
量
の
減
少
に
よ
る
価
格
の
騰
貴
か
ら
生
ず
る
輸
入
の
増
大
、
貴
金
属
の
流
出
と

さ
ら
に
す
す
ん
で
lJ
カ
ー
ド
ー
は
、
価
格
は
璃
代
交
換
方
程
式
の

M
に
よ
る
だ
け
で
な
く
T
に
よ
っ
て
も
決
定
さ
れ
る
と
認
め
た
結
論
を
考

慮
せ
ず
、
高
価
格
を
通
貨
過
剰
と
同
義
に
取
扱
っ
た
。
そ
こ
で
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
、
高
価
格
水
準
の
み
が
金
の
流
出
を
生
ず
る
こ
と
を
証
明
し

よ
う
と
し
、
不
作
に
対
応
し
た
貨
幣
の
輸
出
、
外
国
軍
隊
へ
の
補
助
金
、
不
利
な
貿
易
収
支
に
よ
る
輸
出
の
説
明
を
拒
否
す
る
。

貨
の
対
価
と
し
て
、
貨
幣
を
提
供
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
任
意
の
選
択
か
ら
行
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
強
制
的
な
必
要
か
ら
行
っ
た
も
の
で
は
な

い
。
我
々
が
過
剰
な
通
貨
を
持
ち
、
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
を
我
々
の
輸
出
の
一
部
と
す
る
こ
と
が
適
当
だ
と
い
う
場
合
で
な
け
れ
ば
、
我
々
は

輸
出
す
る
以
上
の
貨
物
を
輸
入
し
な
い
だ
ろ
う
。
鋳
貨
が
輸
出
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
低
廉
な
た
め
で
あ
る
。
鋳
貨
の
輸
出
は
、
不
利
な
貿
易

差
額
の
結
果
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
原
因
で
あ
る
。
我
々
が
鋳
貨
を
よ
り
有
利
な
市
場
に
輸
送
す
る
場
合
、
ま
た
は
鋳
貨
よ
り
も
よ
り
有
利
に

(
7
)
 

輸
出
で
き
る
よ
う
な
貨
物
が
あ
る
場
合
に
は
、
我
々
は
鋳
貨
を
輸
出
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
）
ゆ
え
に
、
（
右
よ
り
一
そ
う
柩
端
な
場
合
で
あ
る

が
、
我
が
国
が
外
国
に
授
助
金
の
支
給
を
承
認
し
た
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
支
払
を
よ
り
低
廉
に
実
行
で
き
る
財
貨
の
存
在

A
8
)
 

す
る
か
ぎ
り
、
貨
幣
は
輸
出
さ
れ
な
い
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
場
合
、
個
人
の
利
害
打
算
は
、
貨
幣
の
輸
出
を
不
必
要
と
な
す
だ
ろ
う
。
）
と

か
く
て
リ
カ
ー
ド
ー
は
、
（
財
貨
の
対
価
と
し
て
貨
幣
を
輸
出
さ
せ
る
誘
惑
、
す
な
わ
ち
、

な
る
。

貴

金

属

移

動

商n,o 

六
六
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(
5
)
 

(
6
)
 

(
3
)
 

貴

金

属

移

動

論

(
9
)

（

10) 

な
る
原
因
か
ら
も
生
じ
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
）
と
の
べ
、
先
述
の
機
構
は
、
性
界
水
準
か
ら
の
偏
り
を
目
密
正
す
る
も
の
に
な
る
。
」
と
、

し
か
し
、
こ
こ
で
レ
ビ
ン
ス
キ
ー
は
重
大
な
文
章
を
省
略
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

て
い
る
。
そ
の
価
値
は
協
約
的
な
も
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
そ
の
希
少
性
と
、
そ
れ
を
獲
得
す
る
に
必
要
な
労
働
量
と
、
そ
れ
を
産
出
す
る

(11) 

鉱
山
に
使
用
さ
れ
る
資
本
の
価
値
に
依
存
す
る
。
」
と
い
う
文
章
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
内
在
価
値
を
持
つ
金
銀
は
、
批
界
各
国
の
事
情
に
よ
り
分
配
さ
れ
て
い
る
が
、

の
採
掘
の
難
易
、

お
よ
び
商
品
側
の
生
産
の
変
化
、
富
の
増
減
で
批
界
の
全
通
貨
は
配
分
換
え
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
金
の
流
入
す

る
国
で
は
、
対
外
的
に
も
国
内
的
に
も
金
の
相
対
的
過
剰
、
低
廉
が
生
ず
る
が
、

場
合
に
の
み
行
わ
れ
る
。

T
h
e
 W
o
r
k
s
 o
f
 D
a
v
i
d
 R
i
c
a
r
d
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e
d
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y
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.
 
S
r
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v
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小
畑
茂
夫
訳
「
リ
カ
ァ
ド
ォ
貨
賂
銀
行
論
集
」
同
文
館
、

三
四
頁
（
訳
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
よ
ら
な
い
）
。

i
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d
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p
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4
0
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i
b
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d
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5
3
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邦
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、
三
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ー
三
五
頁
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(
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i
b
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p. 
61. 
!iii': 訳
‘
四
四
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四
五
頁
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i
b
i
d
,
 
p
.
 
5
4
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邦
訳
、
一
二
五
頁
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(
1
)
 

ン
ス
キ
ー
は
説
い
て
い
る
。

六
七

そ
れ
ら
は
貨
幣
側
の
生
産
の
変
化
、
金
銀
鉱
山

そ
の
場
合
の
金
の
流
出
入
は
金
と
商
品
と
対
応
さ
せ
有
利
な

第
二
十
五
巻

第
三
号

「
金
銀
は
他
の
貨
物
と
同
様
に
内
在
的
な
価
値
を
有
し

レ
ビ
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レ
ビ
ン
ス
キ
ー
は
つ
づ
い
て
「
リ
カ
ー
ド
ー
の
自
動
謂
節
作
用
は
、
た
ん
に
金
属
流
通
だ
け
で
な
く
、
銀
行
券
の
流
通
に
も
見
ら
れ
る
。
（
い

ず
れ
か
一
国
に
お
い
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
よ
う
な
流
通
媒
介
物
で
あ
る
銀
行
券
を
発
行
す
る
櫂
能
を
持
つ
銀
行
が
創
設
さ
れ
て
、
多
額

の
銀
行
券
が
、
商
人
へ
の
貸
出
、
ま
た
は
政
府
へ
の
貸
上
の
方
法
に
よ
り
発
行
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
通
貨
の
量
が
い
ち
じ
る
し
く
増
加
さ
れ
た

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
鉱
山
発
見
の
場
合
と
同
じ
結
果
を
生
じ
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
流
通
媒
介
物
の
価
値
は
下
落
し
、
そ
れ
に
比
例
し
て
財

(
1
)
 

貨
の
価
格
は
騰
貴
す
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
国
と
諸
外
国
間
の
均
衡
は
、
鋳
貨
の
一
部
を
翰
出
す
る
こ
と
だ
け
で
回
復
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
）

ゆ
え
に
、
銀
行
券
に
正
貨
が
支
払
わ
れ
て
い
る
間
は
、
（
た
と
え
、
銀
行
券
の
数
批
が
増
加
し
た
と
し
て
も
、

な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
よ
う
な
こ
と
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
量
の
金
貨
が
流
通
か
ら
引
畠
さ
れ
て
輸
出
さ
れ

合

2
)

る
か
ら
。
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
自
動
調
節
作
用
に
た
い
し
て
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
、
そ
の
仕
組
を
奪
わ
れ
た
第
三
の
も
の
で
反
対
す
る
。
銀
行
券
が
正
貨
支
払
を
制

(11) 

(
9
)
 

(10) 

(
8
)
 

(
7
)
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そ
れ
が
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に
永
続
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六
八
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貴

金

属

移

動

論

限
さ
れ
て
い
る
な
ら
、
過
剰
発
行
に
た
い
す
る
す
べ
て
の
制
限
は
取
除
か
れ
る
。

た
ち
に
、
思
う
ま
ま
に
彼
ら
の
銀
行
券
の
数
量
、

お
よ
び
額
を
増
減
さ
せ
た
。

六
九

し
た
が
つ
て
、
今
ま
で
存
在
し
た
過
剰
発
行
に
た
い
す
る
種
々

(
3
)
 

な
抑
制
は
撤
廃
せ
ら
れ
、
今
や
、
銀
行
当
局
は
紙
幣
の
価
値
を
増
減
す
る
権
能
を
獲
得
し
た
。
）
そ
れ
ゆ
え
、

る
流
通
手
段
の
価
値
下
落
を
防
止
で
き
な
い
こ
と
に
な
り
、
（
も
し
、
銀
行
が
彼
ら
の
銀
行
券
に
正
貨
支
払
を
制
限
さ
れ
て
い
て
、
か
つ
、
す

べ
て
の
ギ
ニ
ー
金
貨
が
輸
出
し
つ
く
さ
れ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
、
銀
行
券
の
い
か
な
る
超
過
額
で
も
、
そ
れ
は
そ
れ
に
比
例
し
た
だ
け
の
割

(
4
)
 

合
で
、
流
通
媒
介
物
の
価
値
を
下
落
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
）
と
の
べ
る
。

リ
カ
ー
ド
ー
に
と
つ
て
は
、
銀
行
券
の
兌
換
こ
そ
が
、
そ
の
発
行
が
自
動
調
節
か
否
か
と
い
う
標
準
で
あ
り
、
（
銀
行
が
引
つ
づ
い
て
銀
行

券
の
発
行
を
行
う
と
し
て
も
、

そ
れ
が
要
求
次
第
、
正
貨
で
支
払
わ
れ
て
い
る
阪
り
、
正
貨
の
輸
出
は
そ
の
国
に
と
つ
て
有
祠
で
あ
る
。
何
と

な
れ
ば
、
銀
行
は
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
銀
行
の
存
在
し
な
い
場
合
に
流
通
す
る
鋳
貨
の
価
値
以
上
に
、
銀
行
券
を
発
行
で
き
な
い
か
ら
。
た

と
え
、
銀
行
が
こ
の
額
以
上
に
発
行
し
よ
う
と
し
て
も
、
そ
の
超
過
分
は
す
ぐ
に
銀
行
に
復
帰
し
て
、

正
貨
と
兌
換
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な

ら
、
そ
の
た
め
我
が
通
貨
の
価
値
が
減
少
し
、
そ
の
輸
出
が
有
利
と
な
り
、
そ
れ
を
我
が
国
内
に
留
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
。

で

5
)

こ
の
方
法
こ
そ
、
さ
き
に
私
が
説
明
し
た
よ
う
に
、
我
が
通
貨
が
諸
外
国
の
通
貨
と
自
動
的
に
均
衡
を
維
持
す
る
方
法
で
あ
る
。
）
と
の
べ
る
。

こ
れ
に
た
い
し
て
不
換
券
の
過
剰
に
よ
る
価
格
騰
貴
は
永
続
性
を
持
つ
の
で
、
（
公
衆
が
銀
行
の
無
分
別
に
た
い
し
て
、

る
た
だ
―
つ
の
合
法
的
な
保
証
は
、
銀
行
に
要
求
次
第
、
彼
ら
の
銀
行
券
を
正
貨
に
引
換
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

持
つ
こ
と
の
で
き

し
か
も
、
こ
の
保
証
は
金
の

(
6
)
 

名
目
価
格
が
、
そ
の
造
幣
価
格
に
下
落
す
る
ま
で
、
銀
行
券
の
流
通
額
を
縮
少
さ
せ
る
こ
と
だ
け
で
と
げ
ら
れ
る
。
）
と
、

第
二
十
五
巻

第
三
号

支
払
制
阪
以
前
の

何
も
の
も
増
加
発
行
に
た
い
す

（
議
会
は
銀
行
の
支
払
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
銀
行
の
重
役
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ノート注釈
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library : MigrationNone

library
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一
八
二
五
年
恐
慌
後
、

こ
の
よ
う
に
し
て
、
リ
カ
ー
ド
ー
の
論
理
概
念
の
帰
結
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

第
二
十
五
巻

成
立
つ
て
い
る
場
合
に
は
、
為
替
は
そ
の
減
価
の
租
度
に
お
う
じ
て
、
必
然
的
に
下
落
す
る
だ
ろ
う
。

第
一
二
号

制
度
に
戻
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
か
く
て
、
（
こ
の
制
度
を
固
守
す
る
結
果
、
生
じ
る
種
々
の
弊
害
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、
我
々
は
あ
く
ま

(
7
)
 

で
、
制
限
令
の
撤
廃
に
向
つ
て
、
全
注
意
を
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
）
と
警
告
す
る
。

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
政
策
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し

た
原
理
を
の
べ
た
。
そ
れ
は
為
替
の
下
落
と
地
金
の
高
価
は
、
通
貨
の
減
価
を
判
断
す
る
た
め
の
誤
り
な
い
標
準
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
す
な

わ
ち
（
流
通
媒
介
物
が
貶
質
し
な
い
鋳
貨
、
ま
た
は
鋳
貨
と
即
時
、
兌
換
さ
れ
る
紙
幣
か
ら
成
立
つ
て
い
る
か
ぎ
り
、
為
替
は
平
価
を
中
心
と

し
て
、
貴
金
属
の
輸
送
に
と
も
な
う
諸
費
用
以
上
に
も
、
ま
た
以
下
に
も
変
動
す
る
は
ず
は
な
い
。
し
か
し
、
流
通
媒
介
物
が
減
価
紙
幣
か
ら

そ
れ
ゆ
え
、
為
替
は
削
り
取
ら
れ
た
鋳
貨
、
ま
た
は
減
価
し
た
紙
幣
か
ら
生
じ
る
通
貨
の
減
価
を
判
断
で
き
る
、
か
な
り
正
確
な
棟
準
で
あ

(
8
)
 

る
。
）
と
、

雌
金
の
高
価
や
低
い
為
替
相
揚
は
、
国
内
の
高
価
格
に
よ

つ
て
生
じ
る
貿
易
収
支
の
不
利
の
結
果
で
あ
り
、
高
価
格
は
リ
カ
ー
ド
ー
に
と
つ
て
、
豊
富
な
通
貨
と
同
義
で
あ
る
。
そ
の
因
果
の
鎖
は
つ
ぎ

の
よ
う
で
あ
る
。

一
、
通
貨
の
増
大
ー
ー
高
価
格
ー
ー
貿
易
収
支
の
不
利
ー
ー
金
と
外
貨
の
需
要
増
大
と
少
い
供
給
ー
—
地
金
の
高
価
と
低
い
為
替
。

こ
の
よ
う
な
仮
定
の
も
と
で
は
、
為
替
レ
ー
ト
や
雌
金
の
価
格
は
、
銀
行
に
よ
り
発
行
さ
れ
た
紙
券
量
の
変
化
に
対
応
す
る
の
で
、
地
金
の

価
格
が
高
く
、
為
替
が
低
い
な
ら
、
発
券
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
も
と
に
戻
す
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
、

リ
カ
ー
ド
ー
は
、
金
属
通
貨
の
自
動
調
節
理
論
と
と
も
に
、

貴

金

属

移

動

合きn

七
〇
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レ
ど
ン
ス
キ
ー
の
言
う
、

低
い
為
替
。
と
そ
の
逆
の
機
構
は
、
金
属
通
貨
、
兌
換
券
、
不
換
券
に
つ
い
て
混
同
し
て
の
べ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を
や
や
分
け
て
い
る
＝

ン
ジ
ェ
ル
は
「
兌
換
下
の
状
態
に
か
ん
し
て
、
リ
カ
ー
ド
ー
の
理
論
は
、
貴
金
属
は
各
匿
間
に
相
対
的
に
有
効
な
必
要
性
に
お
う
じ
て
配
分
さ

(

9

)

 

(
8
)
 

(
7
)
 

(
6
)
 

(

5

)

 

貴

金

属

移

動

い

論

四

i
b
i
d
,
 
p. 
5
7
.
 
邦
訳
、
三
九
ー
四
0
頁。

i
b
i
d
,
 
p
.
 
9
9
 

• 

.m'; 訳
、
九
一
頁
。

i
b
i
d
,
 
p
p
.
 9
8
-
9
9
 

• 

.¥H';/訳、
4

ル
ー
百
唸

i
b
i
d
,
 
p. 
7
2
.
 
邦
訳
、
五
七
ー
五
八
頁
。

L
e
w
i
n
s
k
i
,
 
M
o
n
e
y
,
 p. 
106. 

銀

行

券

と

地

金

通
貨
の
増
大
ー
ー
高
価
格
ー
—
貿
易
収
支
の
不
利
ー
ー
金
と
外
貨
の
需
要
増
大
と
少
い
供
給
ー
ー
地
金
9
高
価
と
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二
、
通
貨
の
減
少
ー
|
低
価
格
ー
|
貿
易
収
支
の
有
利
ー
—l金
と
外
貨
の
需
要
の
減
少
と
多
い
供
給
！
ー
ー
地
金
の
廉
価
と
高
い
為
替
。
に
な

(
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。
」
と
の
べ
る
。
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ま
た
、
初
期
の
文
献
か
ら
え
ら
れ
る
誤
り
で
あ
る
。

れ
る
。
そ
の
配
分
は
通
貨
の
相
対
的
過
剰
の
た
め
生
じ
た
正
貨
の
流
出
と
な
り
、
結
果
は
、
（
あ
る
一
国
の
通
貨
は
、
同
批
の
貴
金
属
が
関
係

(
1
)
 

す
る
か
ぎ
り
、
他
国
よ
り
よ
り
多
く
の
価
値
を
持
ち
え
な
い
。
）
こ
と
に
な
る
。

に
聞
え
る
。
し
か
し
、
彼
は
国
際
調
整
の
理
論
で
ソ
ー
ン
ト
ン
に
反
し
て
、

第
二
十
五
巻

ソ
ー
ン
ト
ン
、

(
2
)
 

ひ
じ
よ
う
に
狭
く
限
定
し
て
い
る
。
」
と
の
べ
る
。

つ
づ
い
て
不
換
下
の
状
態
に
つ
い
て
、
「
リ
カ
ー
ド
ー
は
混
乱
し
、
誤
り
さ
え
お
か
し
て
い
る
。

第
一
に
ボ
イ
ド
や
そ
の
他
の
著
者
の
よ
う
に
、
彼
は
（
減
価
）
と
減
価
が
一
部
原
因
と
考
え
ら
れ
る
諸
価
格
の
騰
貴
を
区
別
し
よ
う
と
す

る
。
（
減
価
）
の
テ
ス
ト
は
、
為
替
の
状
態
と
正
貨
の
プ
レ
ミ
ア
ム
で
分
り
、
そ
の
原
因
は
紙
幣
の
過
剰
発
行
で
あ
る
。

(
8
)
 

に
よ
り
価
格
に
作
用
す
る
影
響
は
、
正
確
に
限
定
さ
れ
て
、
金
の
市
場
価
格
と
造
幣
価
格
の
差
と
な
る
。
）
と
言
う
。
こ
の
減
価
と
い
う
語
の

使
用
は
ま
っ
た
＜
差
支
え
な
い
が
、
減
価
を
諸
価
格
騰
貴
の
原
因
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

第
二
に
、
彼
は
一
度
な
ら
ず
（
不
換
）
紙
幣
の
増
加
を
地
金
消
滅
の
原
因
と
の
べ
、
そ
の
収
縮
を
輸
入
の
確
実
な
刺
激
と
考
え
る
。
こ
れ
も

最
後
に
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
購
買
力
平
価
理
諭
に
接
近
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
彼
は
そ
れ
を
価
格
で
は
な
く
（
減
価
）
で
の
べ
て

い
る
。
彼
は
通
貨
が
減
価
紙
券
か
ら
な
っ
て
い
れ
ば
、
為
替
は
（
必
然
的
に
減
価
の
忌
度
に
よ
り
下
落
す
る
だ
ろ
う
。
ゆ
え
に
、
為
替
は
通
貨

の
貶
質
を
判
断
す
る
か
な
り
正
確
な
標
準
で
あ
る
。
）
と
言
い
、
所
与
の
通
貨
の
価
値
の
変
化
は
、
不
動
で
あ
る
他
の
通
貨
の
価
値
と
比
較
す

(
4
)
 

る
こ
と
で
、
よ
く
確
め
ら
れ
る
と
い
う
意
味
で
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
文
章
を
引
用
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
純
粋
の
購
買
力
平
価
理
論
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
為
替
と
正
貨
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、

貴

金

属

移

動

論

第
三
号

か
な
り
密
接
に
動
く
と
い
う
明
白
な
想
定
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
れ
は
ま
っ
た
く
、

七

ゆ
え
に
彼
は
（
減
価

ホ
ィ
ー
ト
リ
ー
の
よ
う
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貴

金

属

移

動

論

七

n'
カ
ー
ド
ー
の
不
換
下
の
状
態
の
分
析
は
、
こ
の
よ
う
に
不
完
全
で
誤
ま
つ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
商
品
価
格
の
事
実
上
の
省
略
で
不
完
全

で
あ
り
、
兌
換
下
、
不
換
下
の
状
態
を
し
ば
し
ば
、
混
同
し
た
こ
と
で
誤
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
―
つ
の
点
で
、

lJ
カ
ー
ド
ー
の
理
論
の
批
評
が
必
要
で
あ
る
。
そ
れ
は
貨
幣
量
と
価
格
の
概
念
で
あ
る
。
彼
は
し
ば
し
ば
、
厳
と
し
て
目

立
つ
数
量
説
論
者
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
乱
は
『
原
理
』
以
外
の
彼
の
著
作
の
研
究
は
、
と
き
に
混
乱
す
る
が
、
か
な
り
異
っ
た
見
解
に
導
く

(
5
)
 

と
思
う
。
金
属
通
貨
に
か
ん
し
て
は
貨
幣
と
価
格
間
に
比
例
関
係
が
あ
る
こ
と
を
強
く
否
定
し
、
ス
ミ
ス
の
よ
う
に
貨
幣
価
値
の
レ
ー
バ
ー
・

セ
オ
リ
ー
と
思
わ
れ
る
も
の
を
発
展
さ
せ
る
。
し
か
し
、
こ
の
結
論
は
た
し
か
で
な
い
。
『
地
金
の
高
価
』
で
、
明
白
に
で
は
な
い
が
、
暗
黙

(

6

)

(

7

)

（

8
)
 

に
ゆ
る
い
数
量
説
を
、
と
く
に
兌
換
券
に
か
ん
し
て
の
べ
る
。
し
か
し
、
彼
が
数
盤
は
全
商
品
の
価
値
を
決
定
す
る
と
い
う
以
外
の
意
味
で
言

つ
て
い
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。

期
的
決
定
を
、

我
々
は
そ
の
と
き
、
彼
の
価
値
の
一
般
理
論
に
引
戻
さ
れ
る
。
も
し
要
約
す
れ
ば
、
彼
は
金
属
貨
幣
価
値
の
長

ス
ミ
ス
の
よ
う
に
レ
ー
バ
ー
・
セ
オ
リ
ー
で
、

そ
れ
は
個
人
サ
ー
ク
ル
や
議
会
に
大
き

短
期
的
沢
定
を
、
商
品
一
般
に
仮
定
し
た
数
菫
関
係
で
説
明
し
た
。
彼
は
す
く

し
か
し
、
彼
の
不
換
通
貨
に
か
ん
す
る
立
場
は
明
白
で
あ
る
。
彼
は
貨
幣
量
と
正
貨
の
プ
レ
ミ
ア
ム
に
か
ん
し
て
（
数
量
説
）
を
採
っ
た

が
、
そ
れ
は
正
貨
に
た
い
す
る
プ
レ
ミ
ア
ム
と
、
為
替
下
落
は
本
質
的
に
同
じ
指
標
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
彼
は
商
品
諸
価
格
に

つ
い
て
、
わ
り
あ
い
に
の
べ
て
い
な
い
。
彼
が
そ
れ
を
の
べ
る
と
き
は
、
そ
れ
ら
の
騰
貴
を
直
接
、
貨
幣
批
に
で
な
く
、
間
接
要
素
の
（
減

価
）
に
帰
す
場
合
だ
け
で
あ
る
。
減
価
以
上
の
い
か
な
る
価
格
騰
貴
も
、
彼
に
は
興
味
な
い
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
そ
の
説
明
と
し
て
、
不
作
、

な
く
と
も
、
ふ
つ
う
の
意
味
で
貨
幣
の
（
数
量
説
）
を
持
た
な
か
っ
た
。

な
影
響
を
与
え
、

つ
ね
に
正
統
的
正
し
い
解
答
と
し
て
参
照
さ
れ
た
。
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金
属
遥
貨
、
ま
た
は
兌
換
券
の
増
加
は
、
金
の
国
外
流
出
と
な
る
と
レ
ビ
ン
ス
キ
ー
は
引
用
す
る
が
、

は
、
そ
の
価
値
は
需
要
供
給
量
の
変
化
に
よ
る
の
で
な
く
、
金
の
生
産
に
必
要
な
費
用
に
よ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
際
間
に
お
い
て
は
資
本
と
労
働
の
移
動
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
移
動
の
わ
り
あ
い
に
行
わ
れ
る
商
品
取
引
と
貨
幣
取
引
を
通
じ
て
国
際
間

は
結
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
金
が
輸
出
さ
れ
る
の
は
、
商
人
が
利
益
を
追
求
し
て
貿
易
を
行
い
、
そ
の
代
金
支
払
と
し
て
為
替
を
利
用
す
る
方

法
が
あ
る
が
、
貿
易
が
入
超
に
な
る
と
為
替
が
自
国
貨
で
騰
貴
し
、
為
替
を
買
う
費
用
が
、
金
現
送
に
要
す
る
輸
送
費
と
保
険
斜
以
上
に
な
る

と
、
金
を
直
接
輸
出
し
た
方
が
有
利
に
な
る
。
こ
の
点
が
金
輸
出
点
で
、
遊
の
場
合
に
貿
易
が
出
超
に
な
り
、
為
替
が
自
国
貨
で
金
輸
入
点
以

下
に
下
落
す
れ
ば
、
金
が
輸
入
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
に
は
商
人
の
自
由
な
貿
易
と
金
現
送
が
前
提
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、

の
他
の
商
品
と
生
産
費
が
比
較
さ
れ
、
相
対
的
に
低
廉
で
あ
れ
ば
輸
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
不
換
券
の
増
減
と
金
の
流
出
入
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
そ
の
増
加
に
つ
い
て
、
「
今
や
議
会
の
法
律
で
、
銀
行
の
正

貨
支
払
は
制
限
さ
れ
、
過
剰
発
行
に
た
い
す
る
す
べ
て
の
抑
制
は
撤
廃
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
銀
行
は
も
は
や
銀
行
券
の
数
量
を
制
限
し
、
も

つ
て
銀
行
券
に
、
そ
れ
ら
が
代
表
す
る
鋳
貨
と
同
じ
価
値
を
保
つ
必
要
が
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。
か
く
て
金
地
金
は
、

第
二
十
五
巻

そ
の
場
合
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と

第
三
号

七
五

一
七
九
七
年
以
前
の
平

そ
の
場
合
、
金
は
国
内
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二
0
バ
ー
セ
ン
ト
も
下
落
さ
せ
左
原
因
は
、

均
価
格
‘
-
―
―
示
ン
ド
一
七
シ
リ
ン
グ
七
ペ
ン
ス
四
分
の
一
二
か
ら
、
四
示
ン
ド
一

0
シ
リ
ン
グ
に
ま
で
騰
貴
し
た
。
そ
し
て
最
近
は
、
さ
ら
に
四

永
ン
ド
―
―
―
―
シ
リ
ン
グ
ま
で
な
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
我
々
は
相
対
価
値
に
お
け
る
こ
の
開
き
は
、
換
言
す
れ
ば
、
銀
行
券
の
真
実
価
値
に
お
け

る
こ
の
下
落
は
、
銀
行
が
流
通
界
に
出
し
た
過
剰
な
数
量
に
よ
り
発
生
し
た
の
だ
と
結
諭
で
き
る
。
銀
行
券
を
金
地
金
に
た
い
し
て
一
五
か
ら

果
、
生
ず
る
通
貨
の
減
下
に
た
い
し
て
は
、
ど
ん
な
阪
界
も
存
在
し
な
い
。
過
剰
な
通
貨
が
輸
出
に
加
え
る
刺
激

(
s
t
i
m
u
l
u
s
)

は
、
今
や
あ

た
ら
し
い
勢
を
持
つ
よ
う
に
な
り
へ
し
か
も
以
前
の
よ
う
に
自
動
的
に
救
済
さ
れ
な
い
。

が
国
内
だ
け
に
限
定
さ
れ
た
紙
幣
で
あ
る
。
そ
の
数
量
が
増
加
さ
れ
る
た
び
に
、
そ
の
価
値
は
金
、

(
1
)
 

国
の
通
貨
の
価
値
以
下
に
下
落
す
る
。
」
し
た
が
つ
て
、
「
銀
行
が
正
貨
の
支
払
を
行
わ
な
い
場
合
、
す
な
わ
ち
造
幣
価
格
で
金
が
え
ら
れ
ぬ
場

合
に
、
金
の
輪
出
を
う
な
が
す
動
機

(
m
o
t
i
v
e
s
)

が
発
生
し
た
と
す
れ
ぼ
、

お
よ
そ
獲
得
す
る
こ
と
の
で
き
る
少
量
の
金
は
、
集
め
ら
れ
て

(

2

)

 

輸
出
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
銀
行
券
は
（
そ
の
場
合
）
超
過
額
に
比
例
し
て
割
引
さ
れ
、
金
に
た
い
し
て
売
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
」
と
の
べ
る
。

ま
た
そ
の
減
少
に
つ
い
て
は
、
「
過
剰
な
銀
行
券
を
回
収
し
て
、

者
が
正
し
く
観
察
し
て
い
る
よ
う
に
。

フ
ラ
ン
ス
、
そ
の
他
の
諸
国
に
現
れ
た
紙
幣
信
用

(
p
a
p
e
r
c
r
e
d
i
t
)

の
失
墜
状
態
か
ら
解
放
し
て
み

よ
う
。
す
る
と
何
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
呼
起
さ
れ
る
有
効
需
要
が
、
金
の
流
入
を
も
た
ら
し
、
為
替
相
場
を
有
利
に
す
る
の
を
止
め
る
こ
と
が

(
3
)
 

で
き
ま
す
か
。
」
と
の
べ
、
も
し
支
払
制
限
令
が
施
行
さ
れ
な
か
っ
た
ら
、
ギ
―
-
1
貨
は
流
出
し
つ
く
し
た
ろ
う
と
言
う
人
に
た
い
し
て
、
「
こ

の
こ
と
は
、
疑
な
く
真
理
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
銀
行
が
銀
行
券
の
価
値
が
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
謄
貴
す
る
ま
で
、
銀
行
券
の
数
量
を
減
じ
た

貴

金

属

移

動

論

お
よ
び
銀
池
金
の
価
値
、
す
な
わ
ち
諸
外

通
貨
を
収
縮
し
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

我
々
の
通
貨
を
あ
な
た
の
通
侑

我
が
流
通
内
に
存
在
す
る
通
貨
は
、
そ
の
流
通
が
我

第
二
十
五
巻

第
三
号

や
が
て
こ
の
下
落
を
五

0
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
な
す
だ
ろ
う
。
た
え
ず
紙
幣
量
の
増
加
さ
れ
る
結

七
六
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貴

金

属

移

動

論

の
間
に
は
、
刺
激
、
動
機
、
誘
惑
と
い
う
表
現
は
異
つ
て
い
る
が
要
因
が
存
在
す
る
と
の
べ
て
い
る
。

七
七

そ
の
増
加
は
、

地
金
の
—
価
値
を
下
落
さ
せ
な
い
で
ー

ら
、
正
貨
輸
出
の
誘
惑

(
t
e
m
p
t
a
t
i
o
n
)

は
消
滅
し
、
し
た
が
つ
て
、
制
阪
令
の
撤
廃
は
安
全
に
行
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
制
阪
令
の

施
行
期
間
を
ど
れ
だ
け
廷
長
し
て
も
、
ま
た
、
銀
行
券
が
ど
れ
だ
け
割
引
さ
れ
て
も
、
銀
行
が
ま
ず
流
通
内
の
銀
行
券
を
、
右
の
眼
度
ま
で
収

(
4
)
 

縮
し
な
い
か
ぎ
り
、
正
貨
の
支
払
は
と
う
て
い
再
開
さ
れ
え
な
い
。
」
と
返
答
し
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
制
限
令
下
の
銀
行
券
の
増
減
と
正
貨
流
出

し
か
も
、
『
ボ
ー
ズ
ン
キ
ッ
ト
氏
に
答
う
』
で
は
、
「
も
し
我
々
が
銀
行
券
の
回
収
に
よ
り
、
銀
行
券
の
価
値
を
金
地
金
以
上
に
な
る
ま
で
、

引
上
げ
た
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
こ
そ
、
我
々
は
真
の
為
替
粗
場
に
干
渉
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

我
々
は
輸
出
入
の
現
在
の
均
衡
を
乱
し
、

(
5
)
 

地
金
の
輸
入
を
引
き
起
す
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
商
人
の
言
葉
で
は
、
有
利
な
貿
易
収
支
を
生
ず
る
だ
ろ
う
。
」
と
の
べ
て
い
る
。

し
か
し
、
不
換
券
の
増
減
と
金
の
輸
出
入
に
直
接
関
係
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
金
の
輸
出
入
に
は
別
の
要
素
で
あ
る
金
輸
出
の
利
益
と

い
う
も
の
が
存
在
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
不
換
券
の
減
少
が
金
輸
入
を
引
き
甦
す
場
合
に
は
、
商
品
の
生
韮
費
お
よ
び
賃
金
が
そ
れ
に
よ

り
変
動
し
、
貿
易
商
品
の
種
類
お
よ
び
、
そ
の
輸
出
入
の
方
向
が
変
化
す
る
場
合
に
の
み
生
ず
る
の
で
あ
る
。

不
換
券
を
流
通
が
全
然
紙
幣
か
ら
成
立
つ
て
い
る
場
合
と
考
え
る
と
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
為
替
の
変
動
に
二
種
類
あ
る
と
の
べ
る
。
「
紙
幣
の

増
加
は
、
そ
れ
が
他
の
諸
商
品
の
価
格
を
騰
貴
せ
し
め
る
と
お
な
じ
方
法
で
、
し
か
も
同
じ
割
合
で
、

貨
幣
価
格
を
騰
貴
さ
せ
、

お
な
じ
理
由
か
ら
外
国
為
替
を
も
下
落
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
の
下
落
は
、

実
的
な
下
落
で
は
な
く
、
池
金
の
輸
出
を
生
じ
な
い
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
場
合
に
は
、
市
場
に
お
け
る
雌
金
の
数
量
に
は
、
何
ら
の
増

(
6
)
 

加
も
な
い
の
で
、
地
金
の
実
際
価
値
は
減
少
し
な
い
か
ら
。
」
と
、
流
通
が
全
然
紙
幣
か
ら
成
立
つ
て
い
れ
ば
、

第
二
十
五
巻

第
三
号

た
ん
に
名
目
的
で
あ
っ
て
、
真

金
の
輸
出
を
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第
二
十
五
巻

第
三
号

レ
ビ
ン
ス
キ
ー
の
よ
う
に
金
属
通
貨
、
兌
換
券
、
不
換
券
を
混
同
し
て
理
解
す
る
と
ピ
ー
ル
条
例
の
起
源
を
リ
カ
ー
ド
ー
に
求
め
る
こ
と
に

な
る
。
し
か
し
、
リ
カ
ー
ド
ー
の
観
察
し
た
、
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
下
の
イ
ギ
リ
ス
の
正
貨
支
払
制
限
の
通
貨
状
態
と
、
後
批
の
ピ
ー
ル
条
例
堡

立
時
代
と
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
産
業
構
造
の
変
化
と
、
抵
界
経
済
に
お
い
て
占
め
た
馳
位
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

し
た
が
つ
て
、
銀
行
券
の
発
行
に
か
ん
し
て
見
れ
ば
、
リ
カ
ー
ド
ー
は
、

重
点
が
あ
っ
た
。
「
我
が
通
貨
の
い
つ
さ
い
の
弊
害
が
、
銀
行
の
過
剰
発
行
、
す
な
わ
ち
、
銀
行
に
与
え
ら
れ
た
権
力
、
あ
ら
ゆ
る
金
持
階
級

の
財
産
の
価
値
を
思
う
ま
ま
に
減
じ
、
し
か
も
食
料
品
お
よ
び
生
活
必
需
品
の
価
格
騰
貴
を
う
な
が
し
、
よ
っ
て
公
の
年
金
受
領
者
、

そ
の
所
得
が
一
定
し
て
い
て
、
そ
の
負
担
の
ど
の
部
分
も
、
他
に
転
嫁
で
き
な
い
人
を
害
す
る
危
険
き
わ
ま
る
楕
力
に
も
と
ず
い
て
い
る
こ
と

生
じ
な
い
と
の
べ
る
。

貴

金

属

移

動

論

す
一
七
頁
。

び

善
良
な
債
権
者
を
害
す
る
通
貨
価
値
の
減
価
を
防
止
す
る
こ
と
に

七
八

お
よ
び
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貴

金

属

移

動

企閥―
――
-n 

そ
れ
を
標
準
に
発
行
を
調
節
す
る
こ
と
を
切
望
す
る
。

が
よ
い
と
考
え
て
い
る
。
「
通
貨
が
健
全
な
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、

第
二
十
五
巻

七
九

(
1
)
 

は
明
白
で
あ
る
。
」
と
の
べ
、
そ
の
匡
正
法
は
兌
換
再
開
で
あ
り
、
銀
行
券
の
減
価
は
地
金
の
市
場
価
格
と
造
幣
価
格
の
差
に
現
れ
る
の
で
、

リ
カ
ー
ド
ー
は
後
期
の
論
文
、
『
安
定
通
貨
案
』
で
、
国
内
流
通
の
あ
る
部
分
は
紙
券
で
代
行
さ
れ
、

値
が
騰
貴
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
こ
そ
、
紙
幣
の
発
行
者
に
つ
ね
に
利
益
を
も
た
ら
す
増
発
の
機
会
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
ま

(
2
)
 

こ
れ
を
鋳
造
す
る
こ
と
で
利
益
が
え
ら
れ
る
か
ら
。
」
と
、
そ
し
て
、
紙
幣
の
発
行
は
そ
の
使
用
に
と
も
な

う
他
の
利
益
の
ほ
か
に
、
な
お
そ
の
数
量
を
注
意
し
て
管
理
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
支
払
が
決
済
さ
わ
る
流
通
媒
介
物
の
価
値
に
た
い
し

て
、
他
の
方
法
で
は
え
ら
れ
ぬ
程
度
の
均
一
性
が
確
保
さ
れ
る
の
で
、
「
紙
幣
の
発
行
者
た
ち
は
、
そ
の
発
行
を
た
だ
地
金
の
価
格
に
よ
り
調

節
す
べ
き
で
、
流
通
内
の
紙
幣
の
数
量
に
よ
り
調
節
す
べ
き
で
な
い
。
紙
幣
が
本
位
と
お
な
じ
価
値
を
持
つ
て
い
る
間
は
、
そ
の
数
董
は
多
過

(
3
)
 

ぎ
も
少
過
ぎ
も
し
な
い
。
」
と
の
べ
る
。

そ
し
て
、
地
金
の
輸
出
入
に
か
ん
し
て
は
、
「
同
時
に
、
す
べ
て
の
地
金
の
輸
出
入
に
た
い
し
て
は
、
も
っ
と
も
完
全
な
自
由
が
与
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
銀
行
が
紙
幣
の
絶
対
量
に
注
目
せ
ず
に
、
乱
が
し
ば
し
ば
の
べ
た
標
準
、
す
な
わ
ち
本
位
で
あ
る
地
金
の
価
格
に
注
目
す

る
こ
と
で
、
彼
ら
の
貸
出
お
よ
び
紙
幣
の
発
行
を
調
節
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
地
金
取
引
は
ひ
じ
ょ
う
に
少
い
だ
ろ
ぅ
°
]
と
、
商
人
に
よ
る
自

由
送
金
を
主
張
し
た
。

ま
た
、
『
国
立
銀
行
案
』
に
お
い
て
、
「
こ
の
案
が
ロ
ン
ド
ン
の
委
員
以
外
の
ど
ん
な
人
に
つ
い
て
も
、
最
初
の
紙
幣
発
行
を
禁
止
す
る
も
の

た
は
造
幣
局
に
地
金
を
持
参
し
、

第
三
号

つ
ね
に
そ
の
増
加
を
う
な
が
す
原
因
は
地
金
の
価
値
以
上
に
貨
幣
の
価

峨
金
の
輸
出
入
は
商
人
に
ま
か
せ
た
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ば
ら
銀
行
券
発
行
の
標
準
を
地
金
の
市
場
価
格
と
造
幣
価
格
の
差
に
見
出
し
た
。

第
二
十
五
巻

第
三
号

で
あ
る
こ
と
は
、
容
易
に
知
ら
わ
る
だ
ろ
う
。
他
の
諸
地
方
の
役
員
は
委
員
と
連
絡
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
自
分
以
外
の
諸
地
方
に
た
い
す

る
紙
幣
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
最
初
は
、
こ
れ
ら
の
紙
幣
は
全
部
ロ
ン
ド
ン
の
委
員
に
よ
り
発
行
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
も
し
何

か
の
原
因
で
、
あ
る
地
方
の
流
通
が
過
剰
と
な
る
場
合
は
、
こ
の
過
剰
部
分
を
ロ
ン
ド
ン
に
輸
送
す
る
よ
う
に
し
、

あ
ま
り
説
か
ず
、
も
っ

か
な
ら
ず

流
通
が
欠
乏
す
る
時
は
、

ロ
ン
ド
ン
か
ら
供
給
す
る
よ
う
に
す
る
。
も
し
ロ
ン
ド
ン
の
流
通
が
過
剰
な
ら
ば
、
そ
れ
は
今
日
の
過
剰
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

地
金
の

価
格
騰
貴
と
外
国
為
替
の
下
落
に
よ
り
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
救
済
法
は
、
跳
に
作
用
し
て
い
る
紙
幣
流
通
額
の
縮
少
に
よ
る
流
通
の
収
縮

で
あ
る
。
こ
の
収
縮
は
二
つ
の
方
法
で
行
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場
に
大
蔵
省
証
券
を
売
り
出
し
、
こ
れ
に
た
い
し
え
ら
れ
た
紙
幣
を
錯
却

す
る
か
、
ま
た
は
紙
幣
と
金
を
交
換
し
て
、
前
と
お
な
じ
く
鎗
却
し
て
、
金
を
輸
出
す
る
方
法
で
あ
る
。
金
の
輸
出
は
委
員
の
手
で
は
行
わ
れ

な
い
。
そ
れ
は
、
紙
幣
が
豊
富
で
過
剰
な
場
合
に
、
金
が
も
っ
と
も
有
利
な
方
法
で
あ
る
こ
と
を
確
実
に
発
見
す
る
商
人
た
ち
の
商
業
活
動
に

よ
り
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
反
対
に
ロ
ン
ド
ン
の
流
通
が
不
足
し
て
い
る
場
合
に
は
、
流
通
を
増
加
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
市
場

で
政
府
証
券
を
買
入
し
、
新
紙
幣
を
創
出
す
る
か
、
ま
た
は
委
員
が
金
地
金
を
輸
入
し
か
つ
買
入
れ
て
、
そ
の
代
金
と
し
て
創
出
す
る
か
の
方

法
で
あ
る
。
な
お
金
の
輸
入
は
商
業
的
活
動
を
通
し
て
行
わ
れ
る
だ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
通
貨
の
額
が
欠
乏
し
て
い
る
と
き
に
は
、

(
5
)
 

金
が
有
利
な
輸
入
商
品
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
」
と
の
べ
、
り
カ
ー
ド
ー
は
国
立
銀
行
の
地
金
保
有
量
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
に
た
い
し
、
ピ
ー
ル
条
例
で
は
、
も
っ
と
も
は
げ
し
い
金
流
出
が
生
じ
て
い
る
の
に
地
方
銀
行
券
は
増
加
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
銀

行
券
の
流
涌
菫
と
岨
金
の
減
少
が
一
致
し
な
い
こ
と
が
恐
慌
の
原
因
と
考
え
ら
れ
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
を
一
定
最
の
証
券
以
上
は
地
金
保

貴

金

属

移

動

論
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、
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頁
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有
量
の
変
動
に
一
致
さ
せ
、
＇
あ
わ
せ
て
地
方
銀
行
券
を
、
し
だ
い
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
券
で
代
位
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
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